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グァム米軍
基地視察

報告

日時：2007年8月13日（月）
場所：市役所2Ｆ庁議室

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

宜野湾市長記者会見資料
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視察前の
グァム統合軍事開発計画分析

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

【注：グァム統合軍事開発計画とは】
２００６年９月に米国防総省がＨＰで公開した計画。
沖縄と米本土から９，７００人の海兵隊とその家族
８，５５０人がグァムに移転するとされている。
日米両政府はＨＰ掲載後、1週間で「正式な決定
ではない」としてＨＰ上から削除した。
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１．グァムの基地面積

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

40,000     
(16,195ha)

合計

90     (   36ha)海軍病院⑧

1,100     
(  445ha)

ＮＣＴＳ
バリガダ

⑦

3,000     
(1,214ha)

ＮＣＴＳ
フィネガヤン

⑥

8,800     
(3,561ha)

海軍兵器基地
⑤

9,100     
(3,683ha)

アプラ港海軍基地
④

430     
(  174ha)

アンダーセン
ブリガダ通信基地

③

2,000     
(  809ha)

アンダーセン
サウス

②

15,500 acre 
(6,273ha)

アンダーセン
空軍基地

①

面 積基 地No.

①

②

③④

⑤

⑥

⑦⑧

＊グアム島で米軍基地が占める割合は約３４％
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２．グァム統合軍事開発計画概要①

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

(空軍基地)
(海軍基地)
(安全確保ライン)

アンダーセン
空軍基地

◆空軍イニシアティブ
・グローバルホーク
・タンカー（空中給油機）
・ローテーション配備戦闘機
・爆撃機

◆ノースランプエリア
・海兵航空戦闘部隊（ＡＣＥ）
・海軍ＨＳＣｰ25
・特殊作戦中隊

◆サウスランプエリア
・ＡＣＥ独身兵宿
・ＱＯＬ関連施設
・ターミナルの拡大

アンダーセンサウス訓練施設

バリガダ陸軍旅団司令部大隊施設

海軍病院

アンダーセン空軍基地
ノースウエストフィールド
・空軍簡易着陸訓練
・レッドホース
・海兵隊回転翼機遠隔着陸訓練

兵器基地
訓練施設

アプラ港
海軍基地

・前方展開艦船
・新支援船プラットフォーム
・原子力空母（暫定）

フィネガヤン
・大規模合同コミュニティー・大規模射撃場



5

３．グァム統合軍事開発計画概要②

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

（アンダーセン空軍基地開発計画）

空軍ファイタータウン
海兵航空戦闘部隊／多任務航空機

爆撃機

戦闘機

戦闘機
武器搭載

グローバルホーク

航空機搭載エリア拡大

消防署増設

ターミナル拡大

家族用住宅建設／インファル

海兵航空戦闘部隊
独身用兵舎

（凡例）

（国防総省所有地）

（安全確保ライン）

（滑走路地上エリア）

（環境懸念エリア）

（グァム統合軍事開発計画
イニシアティブ）

（国防総省以外の所有地）

（騒音コンター）

（アンダーセン空軍基地）
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４．グァム統合軍事開発計画概要③

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

（アプラ海軍基地開発計画）

（アプラ海軍基地）

LSD:ûĝëïĎĜÿòĜ͚ċêïăĎî÷ČĜėï
LHD:óýî÷ü
LPD:ûĝìĈïᾰ
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５．グァム統合軍事開発計画による
在グァム米軍の兵力と予想兵力

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

+18540,38019,32021,01026,19011,63014,56014,1907,7406,450TOTAL
+++980630350980630350---------特殊作戦部隊

+25%400230170805030320180140沿岸警備部隊

+++1,5809506301,500900600805030陸軍

+14%10,880
**

5,2805,6001,300501,2509,5805,2304,350海軍

+97%8,2903,7304,5604,0801,4502,6304,2102,2801,930空軍

+++18,2508,5509.70018,2508,5509,700523海兵隊

合計家族現役合計家族現役兵合計家族現役
増減

予測兵力GIMDP予測増加**兵力（２００５年）*
陸海空軍

* ２００５年３月現在の現役兵（ローテーションの設営部隊を含む）
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６．グァム統合軍事開発計画による
海兵隊の内訳

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

9,6508,625(5,550)1,025(475)計

( )はUDP兵か単身PCS兵2,4002,150(1,300)250(100)航空戦闘部隊

( )は単身のPCS兵1,5501,425(  750)125( 50)ロジスティック支援部隊

( )はUDP兵か単身PCS兵2,9002,550(2,200)350(250)地上戦闘部隊

( )は単身のPCS兵2,8002,500(1,300)300( 75)司令部

備 考計下士官兵将 校要素（エレメント）

※グアム統合軍事開発計画(GIMDP)海兵隊の内訳

日米間による再編実施のロードマップにおいては

「約8,000名の第3海兵機動展開部隊の要員とその家族約9,000名は、部隊
の一体性を維持するような形で2014年までに沖縄からグァムへ移転する」

としている。
※移転する部隊は第3海兵機動展開部隊の指揮部隊、第3海兵師団司令部、第3海兵後方群司令部、第1海兵航空団司令部及び
第12海兵連隊司令部を含む。
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中部広域市町村圏事務組合による
グァム米軍基地視察調査

期間：2007年7月10日～13日

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課
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７．グァム視察
日本政府総領事（冨野総領事）

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

■普天間はグァムと辺野古が
あり、一体性を維持し
具体化する。

日本政府総領事

■住宅地と基地は離れている
ため基地被害はない状況で
ある。
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８．グァム視察
グァム州知事（カマチョ州知事、クルツ副知事）

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

■米軍はマスタープランを作成
中、グァムでの再編完了を
２０１４年と定めている。
国防省は２０１４年以降に
ずれ込まないように取り組
んでいる。
環境影響報告は２０１０年ま
でに終える予定で、その後、
建設に入る。

■米軍が移ってくることに
歓迎している。再編は
私たちが関わっていきたい
し、支持している。

グァム州知事
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９．グァム視察
（グァム州内部資料）グァム駐留米軍強化の可能性

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

31st Marine Expeditionary Unit
Α 31ᾰ Ἱ Β

2000 Marines
Αᾰ ổзеее Β

USS Essex Αóýî÷üΒ
USS JuneauΑûĝìĈïΒ
USS GermantownΑûĝëïĎĜÿòĜΒ
USS Fort McHenryΑċêïăĎî÷ČĜėïΒ
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１０．グァム視察
（グァム州内部資料）グァム統合計画室作成（行程表）

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

Guam Master Plan
Α÷ĝæĐĎüÿïċĞĖĜΒ

ὴ⁮◦ ╛Ҷₑ

2008 7 Ү
ĎüÿïċĞĖĜұ

SPEs Defined
Α ⱥ ұ Β

EIS
Α⁮◦Ἀ♬ ұ Β
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１１．グァム視察
（グァム州内部資料）グァム駐留米軍強化の可能性

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

海軍
ר

Ἦᾰ ₂

空軍
ר ╬ ⅛ұ Ὧ
ĚïĂïûíĜ ⅛
÷ĝĚïĉĝĘčï÷

海兵隊
3ᾰ Ἱ רּ

ר
Ἥ

ᾰ ╛Ҷ

陸軍
ר ἔ

現在：６，４２０人／現役兵 ７，６９０／家族
将来：１８，９３０人／現役兵 １９，１４０人／家族
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１２．グァム視察
アプラ海軍基地（ロバート・リー大佐）など

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

■ワシントンとグァムにそれぞ
れスタッフ25名を抱えるグァ
ム統合計画室があり、グァム
の米軍再編に取り組んでいる。

■環境報告を２０１０年までに
終える予定で承認後基地建設
に着手し、出来るだけ早く完
成させ、できれば目標の２０
１４年を前倒ししてでも進め
たい。

アプラ海軍基地
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１３．グァム視察
アプラ海軍基地（ロバート・リー大佐）など

グァム米軍基地視察調査

宜野湾市 基地渉外課

■統合計画室は現在、国家環境
政策法に基づく環境影響報告
の作成手続きをアンダーセン
、サイパン、テニアンで行っ
ている。明確でないが、ヘリ
がアンダーセンに来る。

■８，０００人の移転の内訳は
との質問に対して・・・
協議中であり部隊の中身は
知らないが、全体で８，００
０人が２０１４年までにグァ
ムへ移転する。

アプラ海軍基地




